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令和７年度　定時総会
◎事業計画・予算決定

　去る５月28日（水）午後３時から岡山市中区浜の「岡山プラザホテル」において、一般社団法人岡山

県建設業協会の定時総会、建設業労働災害防止協会岡山県支部の通常総会を開催しました。（一社）岡山

県建設業協会定時総会の出席者は502名（委任状を含む）でした。

　【報告事項】として（１）令和６年度事業報告 （２）令和７年度事業計画 （３）令和７年度収支予算書

について事務局から説明を行いました。

　【決議事項】として、第１号議案　令和６年度決算の承認について事務局から説明を行った後、監査報

告がなされ、出席者全員が、異議なく承認しました。

　第２号議案　理事の選任があり、吉備地域から髙見　郁氏が新たに理事に選任されました。
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一般社団法人　岡山県建設業協会定時総会

【報告事項】
　⑴　令和６年度事業報告について

　⑵　令和７年度事業計画について
　　Ⅰ　重点事項
　　　１　建設業の継続性の確保
　　　　⑴　働き方改革の推進に不可欠な適正利潤の確保
　　　　⑵　陳情体制の強化
　　　　⑶　担い手３法の適切な運用
　　　　⑷　若年労働者の確保・育成・定着促進等
　　　　⑸　建設キャリアアップシステムの普及促進
　　　　⑹　建退共電子申請方式の利用促進
　　　　⑺　建設業における生産性向上、建設技術者の技術力向上の取組
　　　２　地域建設業の社会基盤強化への貢献
　　　　⑴　防災対応等に係る諸課題への取組の強化
　　　　⑵　社会的評価の向上
　　　３　その他事業・行事の開催
　　　　⑴　建設関係功労者の表彰
　　　　⑵　建設事業殉職者の慰霊祭
　　　　⑶　関係機関、諸団体等との意見交換、情報交換等の実施

　　Ⅱ　事業種別及び概要
　　　１　総会、役員会等の開催
　　　２　研修会、講習会の実施
　　　３　協議会等の開催
　　　４　制度の利用促進
　　　５　調査研究、提言・要望
　　　６　建設労働者確保育成事業の実施
　　　７　啓発・広報
　　　８　 表彰・慰霊祭・その他

　⑶　令和７年度収支予算書について

【決議事項】
　第１号議案　令和６年度決算の承認について
　第２号議案　理事の選任について
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建設業労働災害防止協会岡山県支部　通常総会

第１号議案　　令和６年度事業報告の承認について

第２号議案　　令和６年度決算の承認について

第３号議案　　令和７年度事業計画の承認について

　〇　労働災害防止重点実施事項

　　１　労働災害防止活動・運動の展開

　　２　会員が実施する事項

　〇　事業

　　１　広報

　　２　災害防止運動等（週刊・月間・大会等）の展開

　　３　リスクアセスメントに関する教育、普及を促進し、建設業労働安全衛生マネジメントシステム

　　　　（COHSMS：コスモス）構築を促進

　　４　各種講習会、安全衛生教育

　　５　安全管理士、安全指導者による安全衛生活動の支援活動の促進

　　６　安全衛生研究会（旧建設災害防止研究会）による安全衛生管理活動の支援

　　７　安全優良職長支援ネットワーク事業

　　８　事務局体制の整備

第４号議案　　令和７年度予算の承認について
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令和７年度　表彰式

　去る５月28日（水）午後４時から岡山市中区浜の岡山プラザホテルにおいて、ご来賓出席のもと、

全国建設業協会会長表彰の伝達式及び当協会会長表彰式を行い、92名の功労者が受賞されました。

また、伊原木岡山県知事をはじめ小林岡山県議会副議長、林国土交通省中国地方整備局長、森實岡

山労働局長から祝辞をいただきました。

　なお、受賞者名簿は、当会ホームページの会員専用ページに掲載しておりますので、ご覧ください。
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会 長 挨 拶

一般社団法人　岡山県建設業協会

会　長　　荒　木　雷　太

　本日は、岡山県建設業協会の表彰式を開催いたしましたところ、大勢の方にご参加をいただきま

して、ありがとうございます。

　また、受賞された方々も大勢ご出席をしていただきまして、誠におめでとうございます。あわせて、

お忙しい中、多数のご来賓の方々にご臨席賜り、花を添えていただきまして、誠にありがとうござ

います。

　今日の表彰式は、事業主として、建設会社の代表として、長年、会社の経営にご尽力され、また、

「地域の守り手」として、地域に根差して、地域の抱える課題等に対して真摯に対応してこられるな

ど社会貢献活動にも取り組まれながら実績を挙げてこられた、そういった事業主の方々のご功績を

顕彰するとともに、従業員として、長年、建設業に携わってこられた方々、お一人お一人は、若い

頃から経験を積み重ねながら技術や技能を習得され、そして、それが会社の知見となり、会社を発

展させる原動力として活躍をされてこられた方々、会社の中では、お一人お一人のキャリアと実力

が周りの皆さんから認められて、重要な存在となり会社の支えとして、今まさにご活躍の真最中で

あろう方々に対して、心から感謝しその栄誉を称えるものです。

　皆様方には、本日のお祝いの日を節目として、これまでのご活躍を実感していただくとともに、

引き続き、建設業の健全な発展に向けて、更なる活躍をしていただければと思っております。

　私ども協会は、日々、建設業で働く方々が働きやすくなるように、そして、次の時代につながる

持続可能な業界になるように心がけて、今、幹部の皆さんと一緒になって取り組んでいるところです。

　昨年の春に、担い手３法という建設業で働く人たちのための法律改正が行われましたけれども、

実際にこの法律の改正に魂を入れていくには、この数年間でどれだけ制度の運用を変えられるかと

いうところが大きなポイントになると思います。

　そういう意味で、私たちは、真正面から、行政の方々、法律を運用される方々に対して真摯に現

場の実情というものをしっかり説明して、その運用を変えていただく努力をしてきています。

　今後とも建設業界が、魅力的で持続可能な業界になるよう、精一杯努力してまいりますので、皆

様方の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　最後になりましたが、本日受賞なされた方々をはじめ、ご列席いただいた皆様方のご健勝とご発

展を祈念いたしまして、私のあいさつといたします。

　本日はおめでとうございます。
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岡山県知事　伊原木　隆太

　岡山県建設業協会の会員の皆さまにおかれましては、平素から、災害発生時における初動対応や

応急復旧活動に格別のご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　このたび、長年にわたるご功績に対し、栄えある表彰を受けられた皆さま方に、心からお祝い申

し上げますとともに、さらなる建設業界の発展にご尽力いただきたいと存じます。

　さて、県では、本年度からスタートした「第４次晴れの国おかやま生き活きプラン」の目標達成

に向け、将来を見据えた視点に立ち、地域の発展に全力で取り組んでまいります。

　土木関係で申しますと、激甚化・頻発化する自然災害や近い将来発生が懸念される南海トラフ地

震などに備えるため、安全・安心な県土づくりを着実に進めていくほか、国際拠点港湾である水島

港の機能強化に取り組むとともに、中四国における陸海空の広域交通網のクロスポイントという優

位性を一層高めるため、高速道路を補完する地域間連絡道路の整備や交通渋滞の緩和などに重点的

に取り組んでまいります。

　また、社会資本整備の担い手であり、地域社会の安全・安心の担い手でもある地域建設産業の持

続性を確保する観点から、県内企業への優先発注などに努めるとともに、高校生を対象とした現場

見学会や、企業情報説明会の開催などにより、次の時代を担う人材の確保と定着に、しっかりと取

り組んでまいります。

　さらに、魅力ある建設現場を創出するため、昨年４月から、県が発注する原則すべての工事につ

いて、週休２日工事を実施するとともに、デジタルデータとデジタル技術の活用による建設分野に

おけるＤＸの推進などにより、建設産業の発展を後押ししてまいりたいと考えております。

　今後とも、すべての県民が明るい笑顔で暮らす「生き活き岡山」の実現に向け、各種施策に全力

で取り組んでまいりますので、引き続き、皆さまのお力添えを、心からお願い申し上げます。

　結びに、岡山県建設業協会のますますのご発展と、会員の皆さまのご活躍を祈念申し上げ、お祝

いの言葉といたします。

来 賓 祝 辞
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岡山県知事　　　　　　　　　　　　　伊原木　隆太　　殿（代読　副知事）
岡山県議会副議長　　　　　　　　　　小林　　義明　　殿
国土交通省中国地方整備局長　　　　　林　　　正道　　殿（代読　建設情報・施工高度化技術調整官）
岡山労働局長　　　　　　　　　　　　森實　久美子　　殿（代読　労働基準部長）

～来賓出席者～

衆議院議員　　　　　　　　逢沢　　一郎　　殿　代理
財務大臣　　　衆議院議員　加藤　　勝信　　殿　代理
文部科学大臣　衆議院議員　阿部　　俊子　　殿　代理
衆議院議員　　　　　　　　山下　　貴司　　殿　代理
　　〃　　　　　　　　　　平沼　正二郎　　殿　代理
参議院議員　　　　　　　　石井　　正弘　　殿　代理
　　〃　　　　　　　　　　小野田　紀美　　殿　代理
岡山県警察本部長　　　　　工藤　　陽代　　殿　代理（組織犯罪対策第一課長）
国土交通省中国地方整備局　岡山河川事務所長　小平　　剛弘　　殿
国土交通省中国地方整備局　岡山国道事務所長　樋口　恒一郎　　殿
国土交通省中国地方整備局　岡山営繕事務所長　中田　　浩二　　殿
岡山県土木部都市局長　　　　　　　　川上　　次郎　　殿
岡山県土木部技術総括監　　　　　　　光畑　　一良　　殿
岡山県土木部監理課長　　　　　　　　宗田　　勝志　　殿
岡山県土木部技術管理課長　　　　　　守屋　　正義　　殿
備前県民局建設部長　　　　　　　　　田村　　和久　　殿
備中県民局建設部長　　　　　　　　　清水　　一仁　　殿
美作県民局建設部長　　　　　　　　　竹内　　　毅　　殿
矢掛町長　　　　　　　　　　　　　　山岡　　　敦　　殿
鏡野町長　　　　　　　　　　　　　　瀬島　　栄史　　殿
高梁市長　　　　　　　　　　　　　　石田　　芳生　　殿　代理（副市長）
岡山市理事　　　　　　　　　　　　　平澤　　重之　　殿
(公財)岡山県建設技術センター理事長　 樋之津　和宏　　殿
(一社)岡山県建築士会　　　　　会長　 塩飽　　繁樹　　殿
(一社)岡山県建築士事務所協会　会長　 山田　　　曉　　殿
西日本建設業保証㈱　　　岡山支店長　福島　　　潤　　殿
(一社)岡山県建設業協会　顧問弁護士　 小林　　裕彦　　殿
岡山県建設青年交流会　　　　　会長　則本　　真二　　殿

～来　賓　祝　辞～
次の方々からご祝辞をいただきました
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～祝　電～
次の方々より祝電をいただきました。

全国建設業協会長　　  今井　　雅則　　殿

衆議院議員　　　　     逢沢　　一郎　　殿

財務大臣　衆議院議員　  加藤　　勝信　　殿

文部科学大臣　衆議院議員　  阿部　　俊子　　殿

衆議院議員　　           山下　　貴司　　殿

　　〃　　　　　　     平沼　正二郎　　殿

参議院議員　　　        石井　　正弘　　殿

　　〃　　　　　　　  小野田　紀美　　殿

　　〃　　　　　　     佐藤　　信秋　　殿

岡山県議会議員　　　  上田　　勝義　　殿

自民党岡山県参議院選挙区　第三支部長

　　　　　　　　　     小林　孝一郎　　殿

岡山県町村会長　　     小倉　　博俊　　殿

岡山市長　　　　　　  大森　　雅夫　　殿

倉敷市長　　　　　　  伊東　　香織　　殿

井原市長　　　　　　  大舌　　　勲　　殿

新見市長　　　　　　  石田　　　實　　殿

赤磐市長　　　　　　  前田　　正之　　殿

里庄町長　　　　　　  加藤　　泰久　　殿

西日本建設業保証(株)取締役社長

　　　　　　　　        菱田　　　一　　殿

(一財)建設業情報管理センター西日本支部長

　　　　　　　　        泉　　　正浩　　殿
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協会からの要望に対する措置状況
（令和７年度岡山県当初予算）

令和７年５月15日

一般社団法人岡山県建設業協会

会　長　　　　　　殿

自由民主党岡山県議団

令和７年度岡山県予算編成に関する

要望に対する措置状況の送付について

謹啓　春暖の候、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて、貴団体から提出されました要望事項につきまして、別添のとおり、措置状況を取りまとめ

ましたのでお知らせいたします。ご参考までに、回答毎に岡山県の担当部を記入しておりますので、

内容の詳細確認等の際にご活用ください。

　なお、連名による陳情をされた団体は、代表として貴団体のみに送付しておりますのでご承知お

き願います。

　今後とも何卒よろしくお願いいたします。

謹白

建設関係予算の確保について
　昨年の国土強靱化基本法の改正に伴い、国土強靱化実施中期計画の策定が法定化され、引き続き、

国土強靱化に計画的かつ着実に取り組むこととなりました。

　ついては、令和７年度以降、防災・減災、国土強靱化等に必要十分な予算が継続的かつ安定的に

確保されるようご尽力をお願いします。

（措置状況）

　社会保障関係費の累増や物価高騰の影響などで、依然として県財政は厳しい状況にあるが、公共

事業による社会資本整備は、県民の生命や財産を守り、社会経済活動を支える重要なものであると

考えている。また、近年、全国各地で大規模な災害が発生し、事前の防災・減災への取組に対する

重要性が高まっていることからも、安全・安心な県土づくりに必要な予算が安定的・継続的に確保

できるよう、引き続き、国に対し、様々な機会を捉え要望するとともに、県としても、国の補助金

や有利な起債を最大限活用しつつ、事業量の確保に努めてまいりたい。

（土木部）
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社会人基礎研修を実施

　建設産業における担い手の確保、育成の観点から、会員企業の新入社員の方々を対象として、個

社では困難な実際の社会で役に立つビジネスマナーやコミュニケーションを通じた研修を実施し、

社会人としての基本の習得、労働安全衛生に対する理解、受講者が入社後スムーズに会社及び建設

業界に定着する一助となることを目的として、社会人基礎研修を実施しました。

　なお、この研修は、西日本建設業保証㈱の提供により実施されました。

　研修の概要

　（１）研修機関：三田建設技能研修センター（兵庫県）

　（２）対 象 者：支部を通じ募集した建設業協会会員企業の就職内定者等

　　　　　　　　　18名

　（３）研修期間：令和７年４月15日（火）～４月17日（木）

　　　　　　　　  令和７年５月13日（火）～５月15日（木）
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岡山県下公共工事の動向〈５月分〉

西日本建設業保証㈱岡山支店
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（建退共だより）
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（法律相談コーナー）

第180回　会社を継ぐために考えるべきこと
●相談内容●
　　

後継者問題を放置することで生じるリスク
　後継者問題のリスクとして、会社の株式の問題があります。
　会社の運営を考えたときには、株主総会の特別決議を成立させることができる
３分の２（66.7％）を超える株式を保有していなくてはなりません。とはいえ、
中小企業においては、会社の代表取締役が株式を100％保有していることが多い
でしょうし、経営権の問題は生じないと思われます。
　しかし、代表取締役が死亡したのちには、株式が相続人に分散してしまうこと
になり、そのことで経営権が分散してしまうことになります。
　その結果として、家族間で意思決定がまとまらないというリスク、経営に向か
ない人が経営権を保有するというリスクが考えられます。
　他のリスクとして、会社が使用する不動産の問題があります。
　会社の代表取締役名義の不動産を事業に使用していた場合、代表取締役死亡
後は、当該不動産を相続した者が事業での使用を望まない場合、事業そのものを
行うことが困難になる可能性があります。
　自分が引退した後、自分が死亡した後のことを考えることはためらいがあるか
もしれませんが、後継者問題を放置することは会社の今後に大きな悪影響を及ぼ
すということを知っておいていただきたいです。
考えられる対策
　上記の問題を解消するための主な方法は、代表取締役個人が持っている財産
（特に株式、不動産）を洗いざらいにし、それらについて、生前贈与、遺言書の
作成を行うことです。
　つまり、上記のリスクを回避するためには、財産を取得すべき人が取得すると
いう状態にすることが必要です。
　もちろん財産を承継する人は、相続人に限る必要はなく、親族以外の第三者も
候補になりえます。
可能なうちから早くアクションを
　まだまだ自分は元気で現役で働くことができるから、今は後継者問題について
考えることができないという人もいるかもしれません。
　自身が元気なうちだからこそ、自分が作った会社、守ってきた会社を今後どの
ようにしていきたいか、考えることができるわけです。
　また、早期に対応することで、財産をどのようにするか、複数の選択肢を持つ
ことができるのです。いざというときに遺言を作ることができないということも
あるわけです。
　もっとも、後継者問題については、遺言書の作成や、贈与にあたっての税金の
問題等は、専門家の知識が必要となります。
　まずは、具体的な案がなくても早めにご相談いただければと思います。後継者
候補の方がご相談に来られても構いません。

〇回　　答〇

弁護士　小林裕彦
（岡山弁護士会所属）

昭和59年一橋大学法学部卒業後労
働省（現厚生労働省）入省。平成元
年司法試験合格。平成４年弁護士
登録。会社顧問業務、企業法務、訴
訟関係業務、行政関係業務、破産
管財人、民事再生監督委員、地方自
治体包括外部監査業務などを主に
取り扱う。

　現在、私が経営している会社は、私が一代で作り上げた会社ですが、いずれは私が引退したのちに、子らに引き継
がせたいと考えています。
　今のうちからできることは何かあるでしょうか。
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（建設業福祉共済団からのお知らせ）（公財）建設業福祉共済団からのお知らせ 

 
 
 

 

 

☆本奨学金制度は、業務災害または通勤災害により、死亡、障害 1～3 級、傷病 1～3 級に該当

し、建設共済保険の保険金支払い対象となった被災者の子に対して給付されるもので、保育期間

および小学校から大学までの在学期間中、返済不要の奨学金を継続して給付します。 

 

☆共済団の奨学金制度は他の奨学金制度とも併用可能であり、「社会有用の人材育成を通じ建設業の

発展に資すること」を目的として昭和 60 年から実施しており、令和 6 年 3 月末日現在で奨学生の

延べ人数は 9,118 人、累計給付額は 18 億 964 万円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆建設共済保険は、建設業界の声を受けて生まれた制度です。 

建設共済保険は、建設業を対象にした法定外労災補償制度の創設を望む建設業界の声を受け、昭和

４５年に全国建設業協会と建設業福祉共済団が特約を結び、建設省(現：国土交通省)及び労働省(現：

厚生労働省)の認可を受けてわが国で初めて創設された制度です。 

運営団体の建設業福祉共済団は平成２５年度に公益認定を取得し、公益財団法人としてより一層の

労働者の福祉の向上や建設業の更なる発展等を目指し運営しています。また、当共済団は、各都道府

県建設業協会の賛助会員であり、事務委託契約を結んで建設共済保険の普及促進を行っています。 

【建設共済保険の特長】 

①建設業における自主的な共済保険で掛金が安い      ⑤元請・下請を問わず無記名で補償 

②災害発生時に企業が負担する諸費用も補償          ⑥代表者(保険契約者)も補償(従業員 300 人以下の場合) 

③契約者割戻金制度で掛金負担が軽減         ⑦経営事項審査において１５点の加点 

④同一事故で多数被災した場合でも補償額の上限なし 

建設共済保険事業に加え「育英奨学事業」も実施！ 
返済不要の奨学金制度です！ 

＜法定外労災補償制度＞ 

建設共済保険は労働者と企業のリスクをカバーします！ 
—死亡、障害 1～7 級、傷病 1～3 級を補償— 

要保育児 月額 １２，０００円 年額 １４４，０００円 

小 学 生 月額 １５，０００円 年額 １８０，０００円 

中 学 生 月額 ２０，０００円 年額 ２４０，０００円 

高 校 生 月額 １９，０００円 年額 ２２８，０００円 

大学生等 月額 ３９，０００円 年額 ４６８，０００円 

 

◎給付額は以下の通りです 

公益財団法人 建設業福祉共済団          取扱機関 

ご契約に関するお問い合わせ    ０１２０-９１３-９３１     一般社団法人 岡山県建設業協会 
その他のお問い合わせ       ０３-３５９１-８４５１     Tel ０８６-２２５-４１３１ 

 URL:https://www.kyousaidan.or.jp/ 検索 
 

建設共済保険 
 

URL:https://www.kyousaidan.or.jp/
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（建設業総合補償制度のご案内）

建設業総合補償制度建設業総合補償制度建設業総合補償制度
のご案内のご案内のご案内

令和7年8月保険開始版

●団体のスケールメリットにより、個別加入と比較して割安な保険料になっています。
●建設業における賠償事故および工事対象物の損害を総合的に補償します。

共同企業体（JV）工事についても包括契約の対象になります。（被保険者の責任分のみ補償します。）
●保険料は全額損金処理できます。（令和4年12月現在）

●団体のスケールメリットにより、個別加入と比較して割安な保険料になっています。
●建設業における賠償事故および工事対象物の損害を総合的に補償します。

共同企業体（JV）工事についても包括契約の対象になります。（被保険者の責任分のみ補償します。）
●保険料は全額損金処理できます。（令和6年11月現在）

各工事の保険金額（＝請負金額）のいずれか低い額

これは、「建設業総合補償制度」の特徴を説明したものです。詳しくはパンフレットをご用意しておりますので上記にお問合わせください。 B25-900115  承認年月：2025年4月

●第三者賠償補償●第三者賠償補償●第三者賠償補償
●工事補償●工事補償●工事補償（　　　　・　　　　・　　　　）（　　　　・　　　　・　　　　）（　　　　・　　　　・　　　　）土木工事土木工事土木工事 建築工事建築工事建築工事 組立工事組立工事組立工事

補償内容がさらに拡充されました！　ぜひご加入をご検討ください！

（生産物賠償事故については、1事故限度額が保険期間中の支払限度額となります。）

使用人等に対して行った不当な処遇やハラスメントなどの不当行為、または第三者に対して行ったハラスメントに起因する損害賠償責任を補償します。

※通常の地盤崩壊危険補償特約で対象とならない損害につき保険金をお支払いする
　「地盤崩壊危険補償特約（ワイド補償）」や「（ワイドプラス補償）」もございます！
　詳細はパンフレットをご覧ください。

（生産物賠償事故については、1事故限度額が保険期間中の支払限度額となります。）（管理財物の損壊を含む）

1億円

1億円

1名につき 3億円1事故につき

1事故につき

1事故につき

1事故につき

（身体賠償・財物賠償それぞれ）3万円
（免責金額1事故につき５万円）または500万円1事故、保険期間中

1事故、保険期間中 1,000万円 または2,000万円
5万円

5,000万円 または1億円、2億円、3億円1回の災害および保険期間中

充実の補償内容主な補償内容〈支払限度額〉

地盤崩壊危険補償特約（オプション）

使用者賠償責任補償特約（オプション）

雇用慣行賠償責任補償特約（オプション）

（または、3,000万円、5,000万円、3億円、5億円、10億円）

（または5億円、10億円）（または2億円、3億円）

支払限度額・免責金額

2,000万円1事故かつ1工事期間中につき

※工具は、保険期間中１００万円まで。（建設工事保険のみ補償）

＊100万円か150万円のいずれかを加入時にご選択いただきます。

各工事の保険金額（＝請負金額）

充実の補償内容

もしくは

険
保
事
工
木
土

険
保
事
工
設
建

険
保
立
組

）
険
保
害
損
（償
補
償
賠
者
三
第

身体賠償

財物賠償

免責金額（自己負担額）

借用・支給財物損壊補償

財物賠償

免責金額（自己負担額）

支払限度額

１事故あたりの
支払限度額

１事故あたりの
免責金額（自己負担額）

１工事あたりの
支払限度額

１事故あたりの
免責金額（自己負担額）

RENTAL

（1）火災、落雷、破裂・爆発の場合：０円
（2）（1）以外の事故による場合：１０万円

（1）火災、落雷、破裂・爆発の場合：０円
（2）盗難の場合：１０万円
（3）（1）（2）以外の事故による場合：１0０万円または１5０万円１5０万円

1,000万円

●年間包括契約であり、予め定められた工事および業務のすべてが補償の対象となるので、保険の加入忘れがありません。

一般社団法人 岡山県建設業協会会員の皆様へ

この補償制度は「第三者賠償補償」、「工事補償（土木工事・建築工事・組立工事）」、「独自の見舞金制度」から成り立っています。一般社団法
人 岡山県建設業協会を保険契約者とする請負業者賠償責任保険、生産物賠償責任保険、施設所有（管理）者賠償責任保険、昇降機賠償責任
保険の団体契約と、土木工事保険、建設工事保険、組立保険の団体契約、労災見舞金・災害見舞金の見舞金制度に基づくものです。

一般社団法人 岡山県建設業協会

086-225-4133

お問合わせ先
三井住友海上火災保険株式会社 岡山支店 岡山第一支社
岡山市北区幸町8-22 三井住友海上岡山ビル4階

086-225-0835 03-5408-1909

引受保険会社
株式会社 建設産業振興センター
東京都港区虎ノ門4-2-12

制度幹事代理店
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（北方領土問題キャッチコピーの募集）
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（岡山県からのお知らせ）

梅雨期の交通事故防止について梅雨期の交通事故防止について

岡山県交通安全対策協議会

　梅雨期は、天候不順に伴う交通渋滞や、視界不良、スリップによる交通事故の危険が高まります。次の
ことに特に注意して、安全運転を心がけましょう。

１　できるだけ公共交通機関を利用しましょう
　　雨の日の運転は、交通渋滞やスリップ、視界不良などの悪条件が重なり、特に気を使います。こんな
時こそ、マイカーの使用を控えて、公共交通機関を利用しましょう。

２　運転はゆとりをもって！
　　雨の日は交通渋滞が起こりやすく、イライラしがちですが、そのような状態で運転するのは非常に危
険です。いつも以上に心と時間にゆとりを持って、安全運転を心がけましょう。また、雨で濡れた道路
はスリップしやすく、停止距離も長くなるため、スピードは控えめに、車間距離も十分とりましょう。

３　視界はクリアに！
　　雨の日は、車のガラスの内側が曇りがちになり、視界を妨げ危険です。車の「デフロスター」（霜取り
装置）や「リアデフォッガー」（リアガラスの電熱線）を作動させて曇りを除去し、視界を確保しましょ
う。

４　ライトは早めに点灯しましょう
　　雨の日は、昼間でも薄暗く、視界も狭くなりがちです。また、歩行者は傘をさしているため、車の接近
に気づかないことがあります。昼間であってもライトを点灯し、周りに自分の存在をアピールしましょ
う。

５　心と車の状態をチェック！
　　天候不順で体調を崩したときや、気分が優れないときは、できるだけ運転を控えましょう。また、タ
イヤの溝や空気圧、ワイパーの状態、ガラスの汚れ・油膜の除去など、車の点検も運転前に十分に行い
ましょう。

６　自転車の運転も十分注意して！
　　自転車の傘さし運転は法令違反であるだけでなく、傘が視界をさえぎったり、片手運転でハンドルや
ブレーキ操作が不安定になったりします。自分だけでなく、周囲の歩行者や車にも危険を及ぼすので絶
対にやめましょう。また、カッパを着用すると視界が狭くなるため、ふだん以上に安全運転を心がけま
しょう。

７　反射材などで自分をアピール！
　　雨の日は、自動車から歩行者や自転車が見えにくくなります。道路を横断する際は、左右の安全を
しっかり確認しましょう。また、夕暮れ時や夜間に外出するときは、明るい色の服装や反射材を身に付
け、自転車はライトを点けて、自分の存在をアピールしましょう。
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7. 5. 8
7. 5.19
7. 5.21
7. 5.28
7. 5.30

第７回労務費の基準に関するワーキンググループ
西日本建設業保証㈱取締役会（大阪）
岡山県建築住宅センター㈱取締役会
令和７年度定時総会・表彰式
（公財）岡山県建設技術センター評議員会

一般社団法人 岡山県建設業協会　　〒700-0827　岡山市北区平和町５番 10号
　TEL（086）225 - 4131　                           　　  URL : http://www.okakenkyo.jp

　FAX（086）225 - 5388　                           　　  E-mail : info@okakenkyo.jp

　　　　

発行

協　会　日　誌

とれたて  おかやま  いただきます！ 地産地消
進めよう！

おかやま


